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　プロジェクト経費としての研究支援員配置は、平成 26 年度から 27 年度に介護中の女性教員 1名に対
して行った。プロジェクト補助金では支援対象とならない研究者の支援は大学の自主経費で行った。具
体的には平成 27 年度に女性教員（介護中）に対する事務的な（実験補助ではない）支援員の配置、共働
きで育児中の男性教員（配偶者は研究者ではない）2名に対する支援員配置を行った。特に、ライフイベ
ント期の研究者に対する支援を配偶者の職種で差別することは、大学の男女共同参画推進としては実行
しにくいため、自主経費での対応を行った。
　また、支援員候補者の人材バンクとしての活用を目指し、平成 27 年 7 月に「室工大支援員人材バン
ク」を開設した。学術研究員・技術補佐員・事務補佐員等として働いてみたいという人の「室工大支援
員人材バンク」への登録をウェブページで呼びかけるとともに、ニュースレター「ダイバーシティ通信」
第 3号（平成 27 年 8 月発行）に記載したほか、地元紙（室蘭民報）でも報道された。
2―2 ◦研究活動を支援する者の配置
http://www.muroran-it.ac.jp/ge_ufr/support.html より
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平成 26 年度「ライフイベント期（妊娠・育児・介護等）の研究者支援」募集要項
1．目的と経緯
　本学は「平成 25 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業女性研究者研究活動支援事業（一般
型）」に採択されました。この事業は「女性研究者がその能力を最大限発揮できるよう、出産・子育
て等のライフイベントと研究を両立するための環境整備を行う取組」を文部科学省が支援するという
ものです。この採択をうけて本学では、今年度、男女共同参画推進室に女性研究者支援ユニット（以
後、「UFR」という）を設置しました。
　その一環として、本学における女性研究者がライフイベント期（妊娠・育児・介護等）と研究活動
を両立できるよう、支援員の雇用に係る経費の助成を行うこととなりました。
2．応募資格
　本学の教員及び博士研究員のうち、妊娠・育児（小学校 6年生以下）又は介護等にあたっている
者。上記の事業では、男性研究者は、配偶者が大学・大学共同利用機関・独立行政法人で雇用されて
いる女性研究者である場合のみ支援対象となっています。本学では、男女共同参画の観点から、上記
以外の方からの支援要請も必要に応じて検討していく予定ですので、ご希望の方はUFRにお問い合
わせください。
3．助成内容
　対象者に対し、支援員を雇用する経費を助成します。雇用できる期間は平成 27 年 3 月 31 日までの
間の必要期間・必要時間、雇用できる支援員は学術研究員または技術補佐員としますが、必要であれ
ば臨時補助員や派遣会社の利用も可能です。詳しくはUFRまでご相談ください。
4．申請手続
　申請書「ライフイベント期（妊娠・育児・介護等）の研究者支援」に記載してUFRに提出してく
ださい。
5．採択
　多数の応募があった場合には、対象者の職位や必要状況等を加味した上で、総合的に審査の上、採
否を決定します。
6．支援員の採用
　支援員の選定にあたってはUFRで情報提供できる場合もありますが、原則として申請者が行うこ
ととします。
7．報告書の提出
　本支援を受けた研究者には、報告会の参加と報告書の提出をお願いします。
8．問い合わせ先
　室蘭工業大学男女共同参画推進室
　女性研究者支援ユニット（UFR）内線 5194
　E-mail：ge_ufr@www.muroran-it.ac.jp
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平成 27 年度「ライフイベント期（妊娠・育児・介護等）の研究者支援」募集要項
1．目的と経緯
　本学は「平成 25 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業女性研究者研究活動支援事業（一般
型）」に採択されました。この事業は「女性研究者がその能力を最大限発揮できるよう、出産・子育
て等のライフイベントと研究を両立するための環境整備を行う取組」を文部科学省が支援するという
ものです。この採択をうけて本学では、今年度、男女共同参画推進室に女性研究者支援ユニット（以
後、「UFR」という）を設置しました。
　その一環として、本学における女性研究者がライフイベント期（妊娠・育児・介護等）と研究活
動を両立できるよう、支援員の雇用に係る経費の助成を行うこととなりました。
2．応募資格
　本学の教員及び博士研究員のうち、妊娠・育児（小学校 6年生以下）又は介護等にあたっている
者。上記の事業では、男性研究者は、配偶者が大学・大学共同利用機関・独立行政法人で雇用されて
いる女性研究者である場合のみ支援対象となっています。本学では、男女共同参画の観点から、上記
以外の方からの支援要請も必要に応じて検討していく予定ですので、ご希望の方はUFRにお問い合
わせください。
3．助成内容
　対象者に対し、支援員を雇用する経費を助成します。雇用できる期間は平成 28 年 3 月 31 日までの
間の必要期間・必要時間、雇用できる支援員は学術研究員または技術補佐員または事務補佐員としま
すが、必要であれば臨時補助員や派遣会社の利用も可能です。詳しくはUFRまでご相談ください。
4．申請手続
　申請書「ライフイベント期（妊娠・育児・介護等）の研究者支援」に記載してUFRに提出してく
ださい。
5．採択
　多数の応募があった場合には、対象者の職位や必要状況等を加味した上で、総合的に審査の上、採
否を決定します。
6．支援員の採用
　支援員の選定にあたってはUFRで情報提供できる場合もありますが、原則として申請者が行うこ
ととします。
7．報告書の提出
　本支援を受けた研究者には、報告会の参加と報告書の提出をお願いします。
8．問い合わせ先
　室蘭工業大学男女共同参画推進室
　女性研究者支援ユニット（UFR）内線 5194
　E-mail：ge_ufr@www.muroran-it.ac.jp
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